
＜教育利用＞ ㉔ ８年生国語科の物語におけるAI主人公との対話を通した主人公象の構築

つくば市立みどりの学園義務教育学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

単元 走れメロス
単元の目標 メロスの中にある人間らしい葛藤に気付き、自分と重ね合わせながら、自分の考えを広げたり、深

めたりすることができる。

自分達の描いたメロス象をAIの回答をもとにして
修正し、新たなメロス象を構築していく

〇生成AI活用のポイント
今回の学習では教科書にのっているメロスの心情や行動を読
み取ることでメロス像を個人やグループで構築した。自分達が考
えたメロス像が正しければ、質問にはこんな風にこたえるはずだと
いう予想を立てながら、生成AIにメロスになりきってもらい質問を
投げかけていった。そこでの回答を参考にしたり、疑うことで新た
なメロス像を構築していった。教科書では描写されていない発
問を投げかけることで、この先のメロスの物語を考える活動も
行った。

〇生成AI活用における成果と課題
自分達が考えたメロス像と生成AIになりきっ
てもらったメロスの回答を比較しながら、新た
なメロス像を構築することができた。AIの出し
た回答を受けて、自分達の考えたメロス像は
間違っているとしてしまう生徒もいたので、注
意が必要である。

様式B-26


